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増田邸は太陽光発電のはしり

増田「我が家の太陽光発電はちょうど30年

になります。自由に名前が付けられるので狛

江1号増田邸発電所という名前をつけた。狛

江で初めての太陽光発電所で屋根を兼ねた太

陽光パネルにした。こういう方式は他ではお

そらくあまりやられていない。始めた時には、

太陽光パネルの寿命が10年しか持たないと言

われたがいまだに発電している。発電効率は

少し落ちたが。」

橋本「どこの製品ですか」

増田「太陽光パネルはアメリカのパテント。

当時としては、日本のメーカーが始めたころ

だった。30年前に、ほぼこれと同じ間取りで

古い家が建っていたところを買って家を建て

かえた。

ミサワホームの研究所が下高井戸にあって、

軟弱地盤なのでこのままではお宅では家を建

てられませんからと言われ辺野古でやられて

いるように杭を20本打ち込んである。

ほかの家と比べると1メートルくらいかさ上げ

してあるでしょう。この家の前には世田谷の

梅が丘に住んでいたがひどい目に遭った。第7

環状道路(7環線)ができる時で、夫婦二人とも

勤めているから話し合いができないでいたら、

周りを全部固めてからわが家に話にきたが、

引っ越すところがないでしょう。小田急バス

が行き止まりになっている若林小学校のとこ

ろに家が建っていたの。家を出ればバスが待

っているんだから良いところに引っ越したと

思っていたのに、近所の人に「ここに道路が

来るのをご存じですか」といわれ道路が通る

ということを初めて知った。

不動産会社が何も言わなかった。最後は電気

だけ残して水道もガスも止められ、住んでい

られない。毎日工事用の水を汲んですごして

いた。」

101歳気象科学者増田善信さんに聞く
公害・地球環境問題懇談会 常任幹事 橋本 良仁

公害・地球懇の会員である増田善信(ますだ

よしのぶ)さんは、9月に101歳の誕生日を迎え

られた。増田さんは2015年に当会が制作した

DVD「地球の温暖化を止めて＃2」に気象科学

者として出演していただくなど大変お世話に

なった。増田さんは、その後、各地で開催さ

れた「地球温暖化」の勉強会にも精力的に講

師を務められている。

2024年9月9日、長崎地裁で被爆体験者訴

訟の判決があった。この判決は、先の広島

高裁判決よりも大きく後退した不当判決

だった。黒い雨の実相はどうなのか？

2024年9月19日、私たちが居住する東京都八

王子市で突然の豪雨と雷、これまで経験し

たこともない大粒の雹が降り大きな被害が

発生した。異常気象・・・、地球温暖化と

の関連は？？？

増田さんにお電話をして、9月20日に早速、

異常気象を語る
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橋本「城攻めされた」

増田「生きた心地がしなかった。下が切通し

になっていて，7環線が通る。

そこを取り上げられるわけだ」

橋本「それでどうしました。」

増田「妻の知り合いのお宅の土地を30坪借り

て家を建て住んでいた。マッチ棒と同じ、国

連本部と同じ、何にもない。そこに10年すご

した。その後縁があって今のこの土地に家を

建てた。最初から太陽光発電を設置、狛江1

号増田邸発電所とした。ミサワホームは機密

性が素晴らしくて、窓とかも二重窓、今でい

う断熱家屋ですよ。」

橋本「それで、基礎工事もしっかりして、太

陽光パネルもつけた」

増田「(発電量、日照量、効率のグラフを見

せる)、当初10年しか持たないと言われたパ

ネルが23年もっている。発電量は4.2キロ」

田中「大きいですね。うちは3キロです。」

増田「そうでしょう。それが普通です。これ

から蓄電池をつける。」

橋本「東京都の助成がでるでしょう」

増田「160万円の助成が出る」

橋本「パネルも全部替えるのですか。」

増田「パネルはそのまま。明日蓄電池が来る。

ずっとやりたくてしょうがなかった。」

橋本「楽しみですね。」

今年の異常気象はなぜ

橋本「昨日(9月19日)、八王子市高尾町の

私の家の近くに雹(ひょう)が降って、大変な

災害があった。甲州街道の西八王子駅から高

尾駅までの4Kmの両側1Kmくらいの範囲に豪雨

が降り、ピンポン玉からテニスボールくらい

の雹が降った。友人の家の屋根瓦が壊れて屋

根から伝った雨で家の中が水浸し。限定され

た地域にこんなでかい雹が降るメカニズムを

気象学者として解明してください。」

増田「まず雹ができるのは上昇気流が非

常に強い。普通は上昇気流ができると、雨

が上昇気流に逆らって重力で下に落ちるが、

上昇気流が強いと雨は上昇気流にさえぎら

れて雨粒が上昇し、上に行くと温度が下が

るからまた雹が大きくなって、下へ降りて

くると次に上昇気流が又あるからさらに高

いところに持っていかれてどんどんどんど

ん塊が大きくなり、上昇気流に逆らって落

ちるまで大きくなっていく。1秒間に100メ

ートルくらいの上昇気流があったことにな

るんじゃないか。」

橋本「家のまわりではものすごい雷で強風

だった。上昇気流が関係しているんですか。

」

増田「空気が上昇すると、真空にはならな

いから、必ず周りから補うように空気が集

まってくる。そして渦巻きが生じて、竜巻

などが起きる。北半球では左回り」

橋本「今年の暑さは異常ですよね。例年よ

り雷や豪雨も多かった」

増田「それは上空の大気が不安定な状態が

非常に長く続いたから。」

橋本「起き上がりこぼしの現象ですか。」

増田「そうです」

橋本「それは気圧配置」

増田「気圧配置もあるけれど、地表付近が

ものすごく熱いところへ上空の冷えた空気

がそのままだと安定度が悪くなる。地上は

35℃、上空は冷たい空気。」

橋本「これが増田理論ですか。」

増田「というよりは気象学の常識。異常気

象がだんだん強くなるというのが増田理論。

IPCCは異常気象という言葉は使わない。極

端現象という名前を付けている。

異常気象が2種類あることを明らかにしたこ

とは私が初めて。一つは狭い範囲で安定度

が悪くなって非常に強い上昇気流が起こっ

て被害をもたらす。竜巻とか集中豪雨とか

雹、雷、そういうものが狭い範囲の不安定

な現象。もう一つは上空がほとんど同じよ

うな状態が一週間から10日以上続くことを

ブロッキングという。
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今回もそういう状態がずっと続いている。

だからブロッキングと不安定が一緒になった

と考える方がいいんじゃないか。」

橋本「温暖化によってそういう可能性が高ま

っているということですね。」

増田「気象観測上128年でこれほど暑い夏は

初めて。2000年で最高だ。2000年の間の温度

をどうして調べたのか。木の年輪を調べたん

ですね。北半球のすべての年輪を調べた。」

橋本「年輪でどうしてわかるのか」

増田「年輪の幅が温度によって変わる。その

幅が場所によって変わる。」

橋本「誰が調べたんですか」

増田「アメリカの研究者二人、科学雑誌ネイ

チャーに掲載された」

橋本「それはいつ頃」

増田「去年の7月ころ、年輪の写真はある」

橋本「日本ではそういうことを研究している

人はいないんですか。」

増田「レジームシフトと関連づけているのは

僕だけ。レジームシフトとはある一定温度を

超えてしまうともう戻れないということ。気

候の変化が一方的になってしまう。それを心

配しているんだ。これから出す論文「レジー

ムシフトのQ」では驚くことがおこっている。

100ヘクトパスカルという12000m 位の高度の

上空で温度がどんどんあがっている。(図を

示す)色が濃いところが温度が上がっている

ところ。こういう現象がすでに起こっている。

しかしそれを問題にしている人は誰もいない

でしょう。普通はミニマムで対流圏で平均す

ると15℃くらいですけれども、それが100mで

0.6℃くらいでずっと下がっていって、ちょ

うど成層圏と対流圏の境を圏界面という。

100ヘクトパスカルくらいが圏界面だがふつ

うはそこがミニマムになっていなければいけ

ない。地球の熱に比例して放出する熱が決ま

る。」

橋本「地球の周りは温室効果ガスで包まれて

いる。これがなくなると月の表面と同じ-

18℃になる。熱の出入りのバランスが取れて

いるから地球の温度は14℃くらいに保たれて

いる。」注)

橋本「100ヘクトバスカルの、ここに6枚の

絵があるけれど、これは何が違うのですか。

」(増田論文の図を見る)

増田「2004年と2024年の7,8,9月の上空の気

温。2024年の7,8,9月の気温上昇は異常。上

がり方が急激。2004年の100ヘクトパスカル

くらいの温度はずっと低かった。」

橋本「これから何がいえるか」

増田「2004年の温度は低いでしょう。最近の

温度は急速に上がっている、高い。しかしま

だまだデータが足りない。しかも計算をしな

けりゃでてこない。そういう時にはコンピュ

ーターをつかう。世界の年輪を調べるような

苦労をしなけりゃ出てこない。アメリカの科

学者は苦労をした。いろんな地域のしかも季

節によってちがいがある。それを細かくずっ

と調べて」

橋本「分析すると2000年の間の気温の上昇が

わかる。」

増田「2000年の間にどのように変化してきて、

特に最近どのように変化しているか。」

橋本「温暖化の問題を話すときによく出てく

る2000年の間の温度の上昇はどこから来てい

るんでしょうか。IPCCか」

増田「IPCCからは出ていない。おそらく環境

関係の雑誌から。」

橋本「南極の氷のコアをとってコアに含まれ

ている気体の分布とか、地球の二酸化炭素の

量の変化とか。それが温度上昇と関係がある

とか」

増田「正確な温度変化はわからない。南極の

氷は他の影響をそんなに受けない。どこに二

酸化炭素があってどこにメタンがあるとかが

温度上昇と関係があるということはよく言わ

れる。」

橋本「年輪の研究発表は去年、それまではな

かったんですか。」

注) キルヒホッフの法則(万物は自分がも

らった熱と同じ熱を放出するという性質を

もっている。）これが壊れるとレジームシフ

トになる。
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増田「なかった」

橋本「あってもよさそうに思うが」

増田「計算するのがものすごく大変なんです

よ。ファクターがものすごく沢山あるし」

橋本「貴重な研究なんですね。この100年200

年というのは観測史上ではと言えるけど、

2000年の間ではとは言えない」

増田「2000年の間で最も暑い夏だったとい

う結論を出すためには、2000年と区切ればこ

ういう研究以外はない。」

橋本「増田さんはそれを見たときになるほど

なと」

増田「それ以外にあり得ないんだから」

増田「128年間の温度は実測値がある。日本

の気象庁のデータはある。日本の気象庁は明

治16年(1883)から実測している。

増田善信さんの略歴

1923年京都府に生まれる

1949年中央気象台気象技術官養成所(現気象大

学校)卒

1949年～59年、気象研究所勤務

1959年～78年、気象庁予報部電子計算室予報

官

1961年理学博士(台風の数値予報に関する数値

的研究、東京大学)

1977年～84年、日本学術会議会員(11期・12期、

第4部・地球物理学)

1978年～84年、気象研究所予報研究部第1研究

室長、1984年退職

非核の政府を求める会常任世話人、酸性雨調

査研究会代表幹事

主著

「台風論」「数値予報」(東京堂出版)「気象

と科学」「核の冬―核戦争と気象異変」(新草

出版)「核の夜―科学者は警告する」(共訳、

新日本出版)「地球環境が危ない」(新日本出

版)

「広島・長崎 原爆被害の実相」『原爆「黒

い雨」訴訟』(共著・新日本出版)「以上気象

学入門」(日刊工業新聞社)他多数

増田善信さんへのインタビューは来月号にも

掲載します。

IPCCは産業革命後からのデータはある。

(IPCC  第4次報告書 700年から)しかし、

2000年間のデータは年輪以外では知り得な

い。」

年輪の写真
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１．はじめに

とうとうリニア中央新幹線計画の化けの皮

が剥がれ始めた。一つは、開業予定の2027年

が「2034年以後」に変更されたことだ。7年

もの遅れに加えて、「以後」なのだから、う

まくいけば2034年、そのあとはいつになるか

分からないと言っているようなものだ。もう

一つは大深度トンネル工事の中断や岐阜県大

湫(おおくて)町のトンネル掘削による水涸れ

問題だ。工事がJR東海の計画どおりには進ま

ないことが明らかになった。

このようなことがなぜ起こったのか。その

理由を考えることは、南アルプストンネルの

掘削という難工事を抱える今後のリニアの見

通しを考えることに繋がる。以下に私見を述

べておきたい。

２ 大きな遅延の原因は何か

この大遅延はなぜ起こったのか。JR東海は

その原因を静岡県での着工が遅れていること

にしていたが、それはごく一部のことにすぎ

ない。原因は環境影響評価(アセス)の杜撰さ

にある。そしてその杜撰さはアセスを僅か3

年で片づけてしまったリニア構想そのものの

問題として捉え返されなければならない。

もっとも重要な論点は、JR東海が2027年の

完成を目論んだ積算根拠である。実は2007年

の発表時から、その20年の所要年数の積算根

拠がJR東海をはじめとして、どこでも議論さ

れなかったのである。誰もが「ああ2027年に

完成するのか」と思ったにとどまった。

いま考えると、この無謀とも言える計画が

20年で完成に辿りつくはずがあるわけがな

かった。助走期間が8年、工事期間が12年で

ある。短い助走期間の8年の間にアセスを詰

め込まねばならなかった。

リニア中央新幹線の現状と課題
慶應義塾大学名誉教授 ストップ・リニア訴訟団団長

川村 晃生

アセスは諸手続きの一つとして3年しか時

間がとれなかったということだ。しかしこ

の難工事のリニアのアセスを3年で行うのは

誰が見ても無理である。私が甲府市で行わ

れたアセスの説明会で、アセスを3年でやる

のは無理ではないのかと質問したら、JR東

海は、法に従ってやっていきますという回

答だった。つまりJR東海は、法律さえ破ら

なければよい、アセスの内容は別だと考え

ていたということなのである。

JR東海は当初、東京～名古屋間を5.5兆円

で建設すると公表したが、この建設額はぎ

りぎりの捻出額であったはずだ。JR東海は

できるだけ現状の無駄な出費を抑えて、リ

ニアに金を回すという方策をとったと思わ

れる。従ってアセスにかける費用も縮小化

に努めた。

つまりJR東海は、アセスを軽視したまま

2027年の開業を宣言してしまったために、

杜撰なアセスを3年でやらざるを得なかった

のである。

リニアモーターカー 山梨のリニア実験線
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４ メディアは変わるか

以上のとおり、2034年以後の開業は、JR東

海としては織り込み済みであったとも言える

のだ。部外者においてはショックだったこと

は確かな事実であるようだ。リニアをあてこ

んで地方の活性化を目論んでいた自治体や商

工会、リニアが来て便利になると期待してい

た住民などのほかに、実はこの開業遅延では

じめてリニアの一つの真実に気付いたように

見えるのがメディアである。

この開業遅延でリニアはどうなるのか。地

域住民はどうなるのか。そしていとも簡単に7

年以上も遅延すると公表し、また都合の悪い

情報は外に出さないJR東海とはどういう企業

体質なのか、ということにメディアが注目し

始めるようになった。

2024年6月14日地方紙12社の編集長が挙って

リニア見学センター(山梨県都留市)を訪ね、

そのあと実験線の被害現場を見学後、私と1時

間ほどリニアの問題点について懇談した。リ

ニア沿線でもない地方紙を含む12社が、この

ような形でリニアに関心を持ち取材を始めた

ことは、これまで頬かむりしていたリニアに、

開業遅延問題を契機としてはじめて強い興味

を持ち始めたということを意味していよう。

そしてそれに続いて、たとえば7月には沿線5

紙が連携して「リニアはいま」という連載を

各紙に共同掲載し、また本年9月には毎日新聞

が「夢と現実とリニア中間駅を歩く」という

連載を行っている。

３ JR東海の財政上の不安

JR東海は、この杜撰なアセスによって、

何を招き寄せたのかと言えば、大深度トン

ネルの工事や岐阜県大湫町で発生した水枯

れ問題(2024年5月公表)による遅延と、また

これから起こるであろう南アルプストンネ

ルの工事(遅延か中止)という一大事である。

一言で言えばこれらはJR東海自らが惹き起

こした「自業自得」にほかならない。いず

れもリニア工事の命運を左右するような問

題ばかりだ。これらはJR東海をますます苦

境に立たせていくにちがいない。

そして実は、そのことがJR東海にもう一

つの苦難を強いることになる。JR東海のリ

ニア投資額は、遅れれば遅れるほどますま

す増えていく。 JR東海は、東海道新幹線の

利益をベースにこのリニア工事を行うこと

になっていた。そこに3兆円の財政投融資が

舞い込んできたわけだが、もともと東海道

新幹線の収支状況次第で、リニア工事は遅

れること、或いは凍結することもありうる

としていたのである。そうだとすれば、

2027年の完成などは、一つの単なる目標で

あったにすぎず、JR東海からすれば、2034

年以後にずれ込むことも想定の中に入って

いたことになる。つまり、住民も自治体も

メディアもそして国も2027年にただ振り回

されていたようなものだったと言ってよい。

今年5月、岐阜県瑞浪市大湫町で。

リニアのトンネル工事の影響でため池は枯

れた（たまっている水は前日に降った雨）
300年も枯れなかったといわれる共同井戸

「天王様の井戸」も完全に干上がった

朝日新聞より
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これらに特徴的なのは、これまで主として

JR東海側の視線に立ってリニアを見ていたメ

ディアが、住民側が抱える問題に視点を移し

ていることである。これはきわめて重要な転

換である。メディアがJR東海やリニアの報道

の姿勢に新たな視点を加える可能性を持ち始

めたのだ。そこには大湫町の水涸れ発表隠し

も影を落としていようが、これは重要な転換

と言っていい。一過性に終わらないことを期

待したい。

５ おわりに

総じて言えば、ついにリニアがJR東海の思

惑通りにいかないということが社会の共通認

識になったということである。要点を列記す

れば(1)リニア工事はとてつもない多くの難問

を孕んでおり、それが現実になったこと(大湫

に続いて北品川非常口の目黒川の気泡問題が

発生した)(2)今後JR東海には工事状況のみな

らず、財務問題がのしかかること(3)JR東海の

隠蔽体質が明るみに出始めたこと(4)それに応

じてメディアがリニアの別の側面に気付かさ

れ始めたこと、などである。

私たち住民運動側は、このような好機を

しっかりと認識し、さらけ出された多くのリ

ニアの弱点を衝いていかねばならない。当て

にならない日本の司法(裁判)もふくめて、私

たちはあらゆる機会を使って、JR東海とリニ

アを追い詰めていく努力が必要となっていく。

韓国･気候正義行進 ＆ 東アジア脱原発青年交流会

9月7日、韓国ソウルでの「907気候正義行
進」に、615の市民団体、3万人が参加し、
「気候じゃなくて、社会を変えよう」「気候
正義の始まりは、脱原発から」と訴えた。
気候正義行進への参加と合わせて、韓国･

脱核新聞とノーニュークス･アジアフォーラ
ム･ジャパンが、韓国、台湾、日本の若者た
ちによる「東アジア脱原発青年交流会」を開
催した。気候正義運動と脱原発運動をつなげ、
国境を越えて互いを理解し、共感を深める機
会とするための若者同士の交流を強化するこ
と、そして、2025年に台湾で開催予定の
「NNAF青年交流会」につなげることを目的と
した。 （ノーニュークス・アジアフォーラ

ム通信から）

日本からもFFFの若者はじめ祝島、九州など

から何人も参加したそうです。

(文責 奥田さが子)

南アルプスに囲まれた長野県・大鹿村の直下に

リニアが通る。奥は赤石岳
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ノーベル平和賞、日本原水爆被害者団体協議

会（日本被団協）が受賞

2024年のノーベル平和賞は、日本原水爆被

害者団体協議会(日本被団協)が受賞しました。

ノルウェーのノーベル平和賞選考委員会は、

広島と長崎の被爆者が草の根の運動で核兵器

のない世界の実現のために努力し、証言を

行ってきたことを評価しました。また、委員

会は受賞理由で「一つの心強い事実を確認し

たい。それは、80年近くの間、戦争で核兵器

は使用されてこなかったということである。

日本被団協やその他の被爆者の代表者らによ

る並外れた努力は、核のタブーの確立に大き

く貢献した。だからこそ、この核兵器使用の

タブーがいま、圧力の下にあることを憂慮す

る。」（朝日新聞の訳）と述べています。

国連事務総長は祝意と共に、「今こそ世界

の指導者たちが、被爆者の方々と同じ曇りの

ない目で、核兵器の本質を見つめる時です。

いかなる安全も保護も安全保障ももたらさな

い死の装置の本質を。核兵器の脅威をなくす

唯一の道は、核兵器の完全な廃絶です。」と

北海道電力泊原発3号機の再稼働に向けた基

準適合安全対策費5150億円、政府の示す「新

設」の建設費を超える

北海道電力泊原発3号機の再稼働に向けた

基準適合安全対策費について、5150億円と発

表、もちろんこれで終わる保証もありません。

新設の費用は前回のエネルギー基本計画の際

に約3600億円でこれに規制基準適合費などが

800億円と発表していましたが、そのレベル

では済まないことが判明しました。東京電力

柏崎刈羽6号7号も1基6000億円、東北電力女

川2号も1基6000億円かかっています。

加えて老朽原発は経年劣化でトラブルが多

発し発電会社が思うようには運転できないの

が普通です。

英国の石炭火力が全て停止

英国は全ての石炭火力を9月30日をもって

停止しました。

米国は、2032年までに石炭火力のCO2排出

量を90%削減を求める政策を発表、共和党の

州知事が裁判に訴えていましたが、保守派が

多数を占める最高裁も共和党知事の訴えを退

けました。

日本以外のG7諸国が石炭全廃の期日を明確
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活動日誌

9月
16日(月)さよなら原発代々木集会

17日(火)ウェビナー「自然エネルギー

による熱の脱炭素化への課題

と展望」主催／CAN-Japan

26日(木)大気・責任裁定

27日(金)連続オンライントーク

第11回：原発事故の後始末～

「燃料デブリ取り出し」ありき

ではない、もう一つの選択肢とは

主催／FoE Japan

28日(土)～29日(日)

新潟水俣病現地調査

10月
2日(水)全国公害被害者総行動

事務局会議

3日(木)1.5℃へのアクション

連続セミナー

第4回「市民・企業・自治体は

1.5度目標をめざす」

主催／CAN-Japan

5日(土)～6日(日)

自治研究集会(名古屋)

10日(木)中間貯蔵施設への

核のゴミ搬入問題 学習会

11日(金)大気学習会(トヨタ問題ほか)

プラザエフ

17日(木)「原発と人権」ネットワーク総会

18日(金)原発最高裁宣伝要請行動

21日(月)エネ基連続ウェビナー第6回：

脱炭素経済と金融政策

主催／気候ネットワーク

今後の日程

10月
28日(月)じん肺・アスベスト全国キャラバン

厚労省・環境省前 集結集会

12:00～14:30

30日(水)ウェビナー「電力自由化と

電力システム改革～再エネ新電力の

価値とこれから」

主催：パワーシフト・キャンペーン

運営委員会

https://www.can-japan.org/events-ja/4025

11月
5日(火) 公害総行動第６回実行委員会

13:30～15:00

9日(土) 原発ゼロ全国オンライン集会

13:30～

https://www.nogenpatu.jp/topics/2024

/data/241008_02.pdf

11日(月)司法の真の姿を取り戻す

新たな「共同行動実行委員会」

29日(金)あつまれ「オルタナ伝承館」

オンライン＋いわき湯本温泉

https://youtube.com/live/TAkV82jxe2k

12月
1日(日)～2日(月)

全国公害被害者総行動

実行委員会合宿 13:30～

3日(火)ノーモア・ミナマタ新潟訴訟

東京高裁第1回弁論12:00～

7日(土)第８回高砂集会

オンラインあり14:00～16:30

9日(月)ノーモア・ミナマタ東京訴訟

東京地裁民事42部口頭弁論

10日(火)第３次横田訴訟

立川地裁弁論 13:00～

13日(金)津島支援集会 お茶の水

連合会館 18:30～

15日(日)公害資料館ネットワーク

フォーラム 立教大学


